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大阪府の北東部に位置する大東市は、東部に飯盛山を含む生駒山系が南北に連なり、西

部では太古に河内湾、河内湖、また江戸時代中頃までは深野池という大きな池が存在する

など、山や湖、池などに縁取られた多様な地形環境のなかで古来より豊かな自然を有して

きました。

そのような環境のなかでわたしたちの先人達は個性豊かな歴史、文化を育み、その足跡と

して多くの神社仏閣や遺跡、様々な美術工芸品などのいわゆる文化財が数多く残され今日

に至っています。

この度、報告することになりました元粉遺跡は平成 3年度における初めての本格的な発掘

調査により、縄文時代から近世に至る複合遺跡であることが明らかにされ、たいへん注目

される遺跡となりましたが、今回の発掘調査においても前回と同様に縄文時代から近世に

いたる遺構・遺物が確認され、遺跡の歴史的価値の重要性を再認識するとともに、また鍋

田川流域を中心とした古代からの大東市を復元するうえで、たいへん貴重な成果を得るこ

とができたと思われます。

今後、これらの成果を市民共有の財産として活用していくと共に、本報告書が本市の歴

史や文化を知る基礎資料として活用され、歴史や文化財に姑する理解を深めるための契機

となれば幸いに存じます。

最後になりましたが、発掘調査および整理作業の費用負担をはじめ多大なご協力を賜り

ました関西電力株式会社をはじめ、お世話になりました関係機関
。各位に姑しまして厚く

おネL申 し上げます。

また教育委員会では、今後とも先人より受け継いできた貴重な文化財を大切に保存・活

用し、未来を担う久世代に託したく努力する所存でありますので、市民の皆様方におかれ

ましては今後とも本市の文化財保護行政にご理解、ご協力賜りますよう心よりお願い申し

上げます。

平成20年 3月

大東市教育委員会

教育長 中 口 馨



例   言

1。 本書は、大阪府大東市中垣内 3丁目における元粉遺跡発掘調査 (MT K96-1)の報告書である。

2.調査は梨空送電線鉄塔 (多奈二火力線・鉄塔No.255)建替に伴うもので、関西電力株式会社大阪

南支店より依頼を受け、大東市教育委員会が実施した。

3:発掘調査及び整理作業は大東市立歴史民俗資料館 (現、生涯学習課)、 中進健―が担当した。

4.調査面積はA区 20。 68だ、B区 21。 6∬、 C区 75。 7だ、合計117。 98どで、調査期間は平成 9年 3月 3

日～同年 4月 24日 である。

5。 本調査に係る費用については関西電力株式会社大阪南支店がこれを負担した。記して感謝の意を表

する。

6.本調査及び報告書作成にあたっては、下記の諸氏よりご指導、ご教示を賜った。記して感謝の意を

表する。 (敬称略、五十音順)

岩瀬透 (大阪府教育委員会)、 大野薫 (大阪府教育委員会)

7.現地調査、整理作業にあたっては下記の諸氏の協力を得た。 (敬称略、五十音順)

[現地調査]

西内敬美、日爪佑介、谷崎光子、樋口里美

[整理作業]

小堀努、小堀直子、谷崎光子、樋口里美、宮田人重子

8。 本調査における基準点、水準点測量はアジア航測株式会社に委託した。

9。 本調査で使用した座標は国土座標第Ⅵ系であり、方位は座標北を使用している。また、標高は東京

湾平均海面値である。尚、国土座標の数値については日本測地系での表示である。

10.報告書作成に係る一部図面作成、遺物一覧表、遺物写真撮影を、大東市教育委員会の指導のもと、

財団法人元興寺文化財研究所に委託した。

11.本書の執筆、編集は中進が行った。

12.本調査に関わる遺物、実測図、写真、カラースライド等は大東市立歴史民俗資料館において保管し

ている。広く利用されることを希望する。
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第 1章 調査に至る経緯

元沿遺跡は従来、散布地として周知されてきた遺跡であったが、平成 3年度に初めて本格的な発掘調

査が実施されたことにより、縄文時代から近世に至る複合遺跡であることが確認された遺跡である。

今回の調査は、関西電力株式会社大阪南支店により架空送電線鉄塔の増強工事の事業計画がなされた

ことによる。この事業計画は電力需要の増加のため、将来において電力供給不足の状態が懸念されるこ

とから、東大阪変電所の電力容量を増やすこととなり、そのため一部送電線 (多奈二火力線)鉄塔を大

型化するために既存の鉄塔を建替えるというものであった。

これらの計画について、関西電力株式会社大阪南支店より本市教育委員会に当該事業における埋蔵文

化財の取り扱いについての事前協議の申し入れがあったことから、本市教育委員会では、文化財保護法

第57条の 2(現、93条)に基づく届出の提出を求めるとともに、工事によって遺跡の損壊が想定される

場合には工事の設計変更による現状保存または発掘調査が必要である旨を伝えた。

今回の調査は、当該事業における多奈二火力線No。 255号 と呼称される鉄塔が対象であり、平成 8年

5月 14日 に本市教育委員会が範囲確認調査を実施したところ、遺物を多量に含んだ包含層を確認するな

ど遺跡の広がりが確認された。その後、遺跡の保存に関して協議を行ったが、事業内容の特殊性もあり

計画変更は困難であるとのことから発掘調査を実施することで合意した。

調査は既設鉄塔部分を除いた鉄塔拡幅部分117。 98ど を対象に、平成 9年 3月 3日から開始し、同年 4

月24日 まで実施した。

＼

0                                     20cm
9(1/2)

第 1図 範囲確認調査出土遺物
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第 2章 遣跡の位置と環境

元粉遺跡は大阪府大東市中垣内 3丁 目一帯にかけ

て所在し、南北約140m、 東西約160mの範囲を持つ

遺跡である。平成 3年度に初めての調査が実施され

ており、縄文時代から近世にかけての複合遺跡であ

ることが明らかにされている。特に奈良時代の集落

跡を確認など貴重な成果をあげている。

地理的には、鍋田川によって形成された扇状地に

立地している。

以下、大東市域の遺跡を中心に歴史的推移を概観

する。

(旧石器時代〉

中垣内遺跡からナイフ形石器が出土している。し

かし、昭和34年の東大阪変電所建設時における出土

のため、その詳細は明らかでないが、この時代の遺

物としては現在のところ市内唯―のものである。

第 3図 大東市位置図

(縄文時代〉

集落を示すような具体的な遺構は検出されていないため、様相については明らかではない。唯一、中

垣内遺跡で中期後半の土坑状の遺構と推測されるものが確認されているのみである。遺物では、北条遺

跡、宮谷古墳群で草創期の有舌尖頭器などが出土・採集している他、自然河川、自然流路、包含層等か

らの出上ではあるが主に宮谷川、鍋田川周辺の遺跡から中～晩期を中心とした土器の出上が確認されて

いる。

そして、磨耗を受けず比較的残りの良好な土器の出土も多いことから丘陵、扇状地などに集落跡の存

在した可能性は十分高いものと考えられる。

(弥生時代)

この時代から市域においても遺構を伴う遺跡が多数確認されるようになる。前～中期の集落跡が確認

された中垣内遺跡、北条西遺跡、後期の竪穴住居を検出した北条遺跡などがある。また、中垣内遺跡の

東に位置する鍋田川遺跡では後期のまとまった遺物が出土しており、当時の集落の動向を考えるうえで

も重要な遺跡であることが明らかになりつつある。

(古墳時代〉

当時、河内湖東岸に位置していた市域においても多数の集落が営まれるようになり、前期では鍋田川

遺跡、中～後期にかけては北新町遺跡、メノコ遺跡などがある。特に特徴的な様相としては初期須恵器、

韓式系土器、鳥足文を施した陶質土器の出土など渡来系的な影響の強い遺物が目立ち、先に述べた河内

湖東岸という地理的状況からも領けるものである。

古墳に関しても多くの古墳、古墳群が周知されているが、残念ながら詳細の解らないものが多い。そ

の中において城ヶ谷遺跡、北条遺跡、宮谷古墳群、堂山古墳群で古墳の調査が行われている。特に堂山

古墳群では三角板皮綴短甲、衝角付冑、鉄刀、鉄鏃など多量の鉄製武器、武具類が出土していることか

-3-



ら当時の有力な首長墓と考えられており、当時の社会を考えるうえで貴重な成果をあげている。

(古代)

奈良時代では北新町遺跡、寺川遺跡、元粉遺跡で集落が確認、推測されている。特に北新町遺跡では

人面墨書土器が出土し、また寺川遺跡では「白麻呂」と墨書された土器が出土するなど、官衛的集落の

存在が推定されている。

平安時代では寺川遺跡で集落跡が確認されている。特に、直径 lm程の木を到り貫いた井筒などは注

目され、また河川跡からはウマの骨が一体復元出来るほどの出上があり、通常の集落とはかなり違う様

相を示している。

(中世)

北新町遺跡で12～ 13世紀を中心とした集落跡、御領遺跡で13～ 14世紀の集落跡が確認されており、市

域における中世の様相も明らかにされてきている。また、城跡に関しても、戦国武将、三好長慶の飯盛

城、その支城とされる野崎城、キリシタンで有名な三箇サンチョの三箇城などが知られている。ただ、

考古学的には飯盛城において発掘調査がわずかに実施されているのみで残念ながら詳細は明らかにされ

ていない。

(近世)

大阪城の築城、また江戸幕府による再築の際、石垣用石材の供給地であった石切場跡や、宝永元年

(1704)の大和川付け替えに伴い新田開発が盛んになるが、その管理施設であった平野屋新田会所などが

ある。

また西諸福遺跡では深野池、新開池とは別の池と推定されている遺構が検出されており、備前悟鉢、

重、美濃窯系天目茶碗、胎土目唐津窯系皿、堺播鉢、石臼などの陶磁器類がまとまって出上している。
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1 福連寺古墳

2 福連寺遺跡

3 野崎条里遺跡

4 寺川浜遺跡

5 メノコ遺跡

6 峯垣内遺跡

7 市水道寺川配水場古墳

8 瓦堂遺跡

9 堂山下古墳

10 堂山上遺跡

11 堂山古墳群 1号墳

堂山古墳群 2号墳～ 8号墳

12 六地蔵古墳

13 +林寺古墳

14 寺川古墳群

15 寺川遺跡

16 城の越上の段古墳

17 城の越古墳

18 大谷神社古墳

19 大谷古墳群

20 元粉遺跡

21 鍋田川遺跡

22 中垣内遺跡

23 中垣内東遺跡

24 若宮東遺跡

25 者宮遺跡

第 4図 周辺遺跡分布図



第 3章 調査の方法

今回の調査区は既設の鉄塔の撤去と併行して大型の鉄塔を設置する工法によるため、調査時において

は既設の鉄塔が残される状況であった。その状況から派生する諸事情のため、鉄塔拡幅部分については

3ケ所に分断されることになり、鉄塔の 3ケ 所の部分をそれぞれA区、B区、 C区とした。

掘削については、盛土、旧耕作土、床土までを機械掘削の対象とし、以下、包含層については層位ごと

に人力による掘削を行った。そして、それぞれの層位面において遺構の確認を行いながら、地山面に至

るまで順次繰り返した。

遺構の平面実測については、送電線等が走ることからクレーン、ヘリコプターなどによる空中写真測量

は不可能であったため、すべて平板浪1量で実施した。また必要に応じて遺構平面図・断面図・遺物出土

状況図を通宜作成した。

調査区の区割り設定については、調査区付近においてA、 B、 C区をバランスよくカバーできるよう

に考慮しながら任意の地点を決め、それを基点に国土座標第Ⅵ系による座標を使用して調査区全体を東

西南北それぞれ 5mご とに座標軸を順次配しながら囲み、調査区内に 5m四方の区画を設定した。各区

画の呼称については南北座標軸に西端を起点として算用数字を順次付し、また東西座標軸については北

端を起点としてアルファベットを順次付すことにより各交点を記号化し、その北西隅の交点を用いてい

る (第 5図 )。 また、水準についてはT.P。 (東京湾標準潮位)を使用している。先に述べた遺物出土状

況など各種記録作業、また包含層などの遺物の取り上げについては、すべてこれに基づき、また報告書

の記述においても同様である。

遺構香号については調査区毎、および遺構検出面ごとに付与しており、それらの各区名、各遺構面を

示す数字を遺構番号の頭に冠している。

写真撮影については6× 7の中型カメラによるモノクロ撮影、35RIll小型カメラによるモノクロ、カラー

それぞれにおいて撮影を行い、またスライドの作成も行っている。

-6-
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第 4章 調査成果

第1節 基本層序
今回の調査ではA区で 5面、B区で 1面、 C区で 3面の遺構面を層位的に確認した。基本的な層序に

ついては以下の通りである。

[A区 ]

第 I層 盛土。層厚は約1.Omを 測る。
第Ⅱ層 暗褐灰色土。層厚は約0。 2mを浪1る。第 1遺構面のベース層。
第Ⅲ層 灰褐色土。層厚は約0.2～ 0。 3mを測る。
第Ⅳ層 灰色土。層厚は約0。 lmを測る。第 2遺構面のベース層。
第V層 暗灰色粘質土。層厚は約0。 2～ 0。 3mを浪1る。第 2遺構面のベース層。
第Ⅵ層 礫混暗灰黒色粘質土。層厚は約0.2～ 0。 4mを測る。第 3遺構面のベース層。
第Ⅶ層 淡灰責色砂礫混シルト。層厚は約0。 2mを測る。第 4遺構面のベース層。
第Ⅷ層 淡灰緑粘質シルト。層厚は約0,2～ 0。 4mを測る。第 5遺構面のベース層。地山層。
[B区 ]

第 I層 盛土。層厚は約1.2mを 測る。
第Ⅱ層 暗褐灰色土。層厚は約0。 1～0,2mを測る。
第Ⅲ層 灰褐色土。層厚は約0。 1～ 0。 2mを測る。
第Ⅳ層 暗灰色粘質土。層厚は約0。 2～ 0。 3mを測る。
第V層 灰色粗砂混淡緑灰色シルト。層厚は約0。 3mを測る。第 1遺構面のベース層。地山層。
第Ⅵ層 淡責灰色シルト。層厚は約0.lmを 測る。第 1遺構面のベース層。地山層。
第Ⅶ層 灰色砂。層厚は約0,2mを測る。第 1遺構面のベース層。地山層。
第Ⅷ層 灰色砂混灰色シルト。層厚は約0。 2mを測る。第 1遺構面のベース層。地山層。
[C区 ]

第 I層 盛土。層厚は約1。 1～2.2mを 測る。
第Ⅱ層 暗茶褐色土。層厚は約0。 1～0.3mを測る。第 1遺構面のベース層。
第Ⅲ層 灰褐色土。層厚は約0。 2mを測る。
第Ⅳ層 灰色土。層厚は約0。 2mを測る。
第V層 暗灰色土混黄灰色粘質シルト。第 2遺構面のベース層。
第Ⅵ層 黄灰色シルト。層厚は約0。 2mを測る。第 3遺構面のベース層。地山層。
第Ⅶ層 暗灰色粗砂。層厚は約0.3mを 測る。第 3遺構面のベース層。地山層。
第Ⅷ層 オリーブ灰色砂。層厚は0。 1～ 0。 3を測る。第 3遺構面のベース層。地山層。

k~l グ
11

10  A区第Ⅱ層
1l  A区第V層
12～14 A区 第Ⅵ層
15  C区第Ⅱ層

1  `    十

15(1,12)

0                                        20cm

＼

―

ン

第 6図 包含層等出土遺物
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第 2節 第 1遺構面

調査成果において述べる遺構面の設定、呼称についてはA・ B・ C区の各成果を層位的に判断し、調

査区全体として把握、設定したものである。以下、第 5遺構面まで同様である。

第 1遺構面はA区第 1遺構面、 C区第 1遺構面で形成され、溝、土坑、鋤溝、近世水路を検出してい

る。標高はA区でT.P。 +11.6m、 C区でT.P.+11.9mを 測る

[A区 ]

S]D一A101

D2区で検出した。規模は幅約1.lm、 深さ約0,2mを測る。埋土は 2層で黄褐色土混灰色粘質シル

ト、黄褐色土混灰色砂質上である。遺物は土師器、須恵器、瓦器、染付磁器が出土している。

近世水路

C2～D2区にか

けて検出した。杭列

がわずかに残されて

いた。

[C区 ]

SD― C101

B2～ C2区にか

けて検出した。規模

は幅約1.6m、 深 さ

約0。 2～0.3mを浪1る。

埋土は 1層で灰色砂

質上である。遺物は

瓦が出土している。

SD一C102

Bl～ 2区にかけ

て検出した。規模は

幅約0。 95m、 深さ約

0.2mを 測 る。埋土

は 1層で灰色砂質土

である。遺物は土師

器、須恵器、瓦器が

出上している。

SD― C103

B3、 C3～ 4区

にかけて検出した。

規模は深さ約0。 1～

0.2mを 測 る。埋土

は 1層で灰色砂質土 第 9図 第 1遺構画各遺構断面図
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である。遺物は土師器、須恵器、瓦器が出土している。

SD―C104

D4区で検出した。規模は幅約0。 3m、 深さ約0.04mを 測る。埋土は 1層で灰色砂質土である。遺

物は土師器、須恵器が出上している。

SK一 C101

A3～ B3区にかけて検出した。形態、規模は調査区外に広がるため明らかでないが、深さ約0。 5

mを測る。埋土は 4層で淡灰青色砂質土、灰褐色土、暗灰褐色土、黄色砂礫混暗褐色上である。遺物

は土師器、須恵器が出土している。

SK一 C102

B3で検出した。形態は不定形を呈し、規模は長径約2.6m、 短径約1.Omを 測る。埋土は 1層で灰

褐色である。遺物は土師器、須恵器、黒色土器A類が出上している。

鋤溝 C101

B2区で検出した。規模は幅約0。 3m、 深さ約0,15mを測る。遺物は出土していない。

鋤溝 C102

Dl～ 2区 にかけて検出した。規模は幅約0.3m、 深さ約0.04mを 測る。遺物は土師器が出土して

ヤヽる。

鋤溝 C103

珈
／
＼
∫
戸

創

司

岬
T.P+12.2m

淡灰青色砂質土 (鉄分、マンガン含む)

灰褐色土

暗灰褐色土

黄色土砂礫混 じり暗褐色

申 +12.2m

灰褐色土 (マンガンを含む)
0-lm

第12図  SK一C102平 。断面図第11図  SK一 C101平 。断面図
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C3区で検出した。規模は幅約0。 15m、 深さ約0。 15mを測る。遺物は出上していない。

鋤溝 C104

D3区で検出した。規模は幅約0.2m、 深さ約0.07mを測る。遺物は出土していない。

SX―C101

C4～ D4区にかけて検出した。調査区外に広がるため規模は明らかでないが、深さ約0.2mを測
る埋土は1層で尿褐色土である。遺物は土師器、須恵器、黒色土器B類、瓦が出土している。

近世水路

D3～ 4区にかけて検出した。A区の近世水路に繋がるもので、同様に杭列の他、矢板材も残され

ていた。埋土は2層で淡青灰色砂質上、灰褐色砂質上である。遺物は出上していない。

一

ヤ 21

16～18 SD― A101
19  SD― C103
20  SK―C102
21  SX― C101

・６
　
　
　
　
Ｖ

o                               20cm

第13図 第 1遺構面出土遺物



第 3節 第 2遺構面
第2遺構面はA区第2遺構面で形成され、溝を検出している。標高はIA区でT.P.十■.48mを 測る

[A区 ]

S]D―A201

C2～D2区にかけて検出した。規模は幅約1.4m、 深さ約0`2mを測る。埋土は1層で灰褐色砂質

上である。遺物は土師器、須恵器、黒色土器B頬、瓦器、瓦が出土している。

A

灰褐色砂質主 (砂混じり)         24
0

第14図  Sp_A201断面図 A'T,P。■.5m

01         5m

第15図 第 2遺構面全体図
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第 4節 第 3遺構面
第 3遺構面はA区第 3遺構面で形成され、土坑を検

出している。標高はA区でT.P.+11.3mを 測る

[A区 ]

SK―A201

D2区で検出した。形態・規模は調査区外に広が

るため明らかでないが、深さは約0。 16mを測る。埋

土は 2層で暗青灰色土、暗灰青色砂である。遺物は

土師器、須恵器、黒色土器A類が出上している。

第17図  SK― A301出土遺物

第18図 第 3遺構画全体図

頚

L

1 暗青灰色土
0   2 暗灰青色砂

第16図  SK― A301平 。断面図
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＝
済

毬

９

鰐

―

＝
牌

И
＼
土
― X〒 -143,695

X=-143,690

X=-143,700

X=-143,705

01             5m
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第 5節  第 4遺構面

第 4遺構面はA区第 4遺構面、 B区第 1遺構面、 C区第 2遺構面で形成され、溝、土坑、ビット、落

込状遺構を検出している。標高はA区でT.P.+11.Om、 B区でT.P.+11.6m、 C区でT,P。 キ11.6

mを測る

[A区 ]

SK一A401

D2区で検出した。形態・規模はSP― A405に切られているため明らかでない。埋土は 1層で暗灰

色粘質上である。遺物は土師器、須恵器、黒色土器A類、骨片が出土している。

ピット群 (SP)

7基を検出した。形態は概ね円形をなし、規模は径約0.4m、 深さ約0.2m程度が主体をなす。また

埋土については黒色土～粘質土が主体をなしている。遺物は土師器、須恵器、黒色土器A類、製塩土

器、瓦片などが出上している。尚、 SP― A405、 A406に は根石が残されていた。

SX―A401

C2～D2区で検出した。北西に向けて落込んでいく。埋土は 5層で青灰色粘質上、青灰色粘質シ

ル ト、暗灰黒色粘質上、黒灰色粘質上、灰白色砂 と暗灰黒色粘質シル トの互層である。遺物はまと

まって出上してお り、土師器、須恵器、黒色土器A類、灰釉陶器、瓦、土製品、砥石、骨片などが出

土している。

SX― ノヽ402

D2区で検出した。南西に向けて落込んでいく。埋土は 4層でにぶい灰緑色砂質上、暗灰色粘質シ

ル ト、暗オリーブ灰色砂質上、暗灰色粗砂、暗褐色シル ト混暗灰色粘質シル トである。遺物は土師器、

サヌカイ トが出上している。

[B区 ]

SD― B101

C2区で検出した。規模は調査区外に広がるた

め明らかでないが、深さ約0.lmを測る。埋土は

1層で灰黒色粘質上である。遺物は土師器、黒色   ~

土器 B類が出上 している。

SD― B102

C2区で検出した。規模は幅約0。 3m、 深さ約

o。 lmを測る。埋土は 1層で暗灰色砂質土である。

遺物は土師器、須恵器が出土している。

A

o                     2m lに ぶい灰緑色砂質土(PrI区 )(褐色上混じり)

監 五 西 Ξ ヨ 三 七 Ξ 五 五 五 五 」
:悟「 与ど第 告み触 吐層)
4暗灰色粗砂、暗褐色シルト混、暗灰色粘資シルト

第19図  SX― A402断面図

チ

３

一
①

①

Ｔ
・
Ｐ

一
Ａ

第20図  SX― A402遺物出土状況図
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1 暗灰色粘質上
(SK― A401)
2 暗緑灰色ンルトプロック
混じり黒灰色粘質土
(掘 り方)
3 黒色粘質土 (柱痕)
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常

A TP■ _3m

0                         1m

第23図  SP― A406平・根石出土状況図
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ム考腋、 ′   SK― B103
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L

＼

lm

第22図  SP― A405平。断。根石出土状況図
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B     SD― B102   B'
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TP!18m sD― B104 P

~暗 褐色土

TP」 1 8m sD―B1059

唇
∃
醤導耳華:ギ

灰褐色土

TP十 二1 8n   SD―A203   ⑥
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夏
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ヨ
そ灰色砂質土
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③
SD― B103    C
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権
〒
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司
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γ /
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習棗悪要牽
長黒色土

褐灰色砂質土 (マ ンガンを含む)

第24図  各 SD断面図
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第25図  B区各SK平 。断面図



SD―B103

C2～ C3区 にかけて検出した。規模は幅約 0。 55m、 深さ約 0。 lmを 測る。埋土は 2層で暗灰褐色

砂質土、黄灰色シル トである。遺物は土師器、須恵器、黒色土器A類、瓦器、瓦が出土 している。

SD― B104

C3区で検出した。規模は幅約 0。 2m、 深さ約0.05mを 測る。埋土は 1層で灰褐色上である。

遺物は須恵器が出土している。

SD― B105

C3区で検出した。規模は幅約 0。 3m、 深さ約 0。 15mを測る。埋土は 1層で茶褐色上である。

遺物は土師器、須恵器が出土している。

SK― B101

C2区で検出した。形態はほぼ楕円形を呈 し、規模は長径約0.8m、 短径約 0。 6m、 深 さ約0.3mを

測る。埋土は 2層で灰黒色粘質土、灰黒色上である。遺物は土師器、須恵器、黒色土器A類が出土し

ている。

SK― B102

C3区で検出した。形態は調査区外に広がるため明らかでないが、深さは約 0。 lmを 測る。埋土は

1層で褐灰色砂質土である。遺物は土師器、須恵器、黒色土器A類が出上 している。

SK一 B103

C3区で検出した。形態は調査区外に広がるため明らかでないが、深さは約0.lmを測る。埋土は

1層で褐灰色砂質土である。遺物は土師器が出上している。

SK― B106

C2区で検出した。形態は調査区外に広がるなど明らかでないが、深さは約0.08mを 測る。埋土は

1層で褐黒色上である。遺物は出土していない。

ピット群 (SP)

13基 を検出した。形態は概ね円形をなし、規模は径約0.3m、 深さ約 0。 2m程度が主体をなす。また

埋土については灰色系のシル ト、土が主体をなしている。遺物は土師器、須恵器、黒色土器 A・ B類

などが出上している。

[C区 ]

SD― C201

Bl～ 2区、 C2区にかけて検出した。規模は調査区外に広がるため明らかでないが、深さ約 0。 5

mを測る。埋土は12層で灰色系の砂質土、砂が主体をなす。遺物はまとまって出上してお り土師器、

須恵器、黒色土器A類、瓦器、瓦が出上 している。

SD一 C202

B3区で検出した。 SP― C213に切 られる。規模は幅約0.25m、 深 さ約0,075mを 測る。埋土は 1

層で灰色上である。遺物は出土 していない。

SD― C203

C3区で検出した。規模は幅約0.5m、 深さ約0.lmを測る。埋土は 1層で暗灰色砂質土である。遺

物は土師器、須恵器が出土 している。

SK― C201



B3区で検出した。形態は不定形な楕円形を呈 し、規模は長径約 1。 3m、 短径約 0。 7m、 深さ約 0。 35

mを測る。埋土は 1層で暗灰色砂質土である。遺物は土師器、須恵器が出土 している。

SK一 C202

C3～ 4区、D4区 にかけて検出した。形態、規模は調査区外に広がるため明らかでないが、深さ

は約1.1lmを測る。埋土は 1層で灰色上である。遺物は土師器、須恵器が出土している。

SK― C203

C3～ 4区 に か

けて検 出 した。形

態、規模 は調 査 区

外 に広が るため明

らか で な いが、深

さは約1.lmを 測 る。

埋 土 は 1層 で 暗灰

色砂 質土 で あ る。

遺物 は土師器が 出

土 している。

SK― C204

C4区 で検 出 し         第26図

た。形 態、規 模 は

調査区外に広がるため明らかでないが、深さは

約0.083mを 測る。埋土は 1層で暗灰褐色上で

ある。遺物は土師器が出土している。

SK一C205

D4区で検出した。形態は不定形な楕円形を

呈し、規模は長径約0。 5m、 短径約0.25m、 深

さ約0.08mを 測る。埋土は 1層で暗灰色土であ

る。遺物は須恵器が出土している。

ピット群 (SP)

47基を検出した。形態は概ね円形をなし、規

模は径約0。 3～0.4m、 深さ約0.1～ 0。 2m程度が

主体をなす。
｀
また埋上については灰色系の砂質

土～上が主体をなしている。遺物は土師器、須

恵器、製塩土器などが出土している。尚、 SP

―C236では根石あるいは添石と考えられるもの

が 3点残されていた。

C区各 SK平・断面図

枷　Ｎｄ泳
SK― C205
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川
＼
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0                 1m

第27図  SP一C236平 。断面図
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第 6節 第 5遺構面
第 5遺構面はA区第 5遺構面、C区第 3遺構面で形成され、滞、落込状遺構を検出している。標高は

A区でTo P.+10.5m、 C区でT.P.+10。 9mを測る

[A区 ]

SK― A501

C2区で検出した。形態は不定形な楕円形で、長径約0.65m、 短径約0。 45m、 深さ約0.lmを測る。

埋土は 1層で暗緑灰色シルトである。遺物は出上していない。

SX一 A501

D2区で検出した。南西に向けて落込んでいく。埋土は 2層で暗灰色粘質土、暗青灰色粘質シルト

である。遺物は土師器、須恵器が出上している。

[C区 ]

SD一 C301

A2～ 3区、Bl～ 3区、C2区にかけて検出した。規模は調査区外に広がるため明らかでないが、

深さ約1.lmを 測る。埋土は16層で灰色系の砂、シルト、砂質土が主体をなす。遺物はまとまって出

上しており縄文土器、弥生土器、土師器、須恵器、黒色土器A・ B類、緑釉陶器、瓦器、瓦、サヌカ

イトなどが出土している。また、0。 1～ 0。 2m大の礫も多く点在する状況が確認された。

A T.P.10,9m

第32図  SX― A501断面図

/

m

暗緑灰色シルト

暗青灰色粘質シルト

＼

1暗緑灰色シルト

第31図  SK― A501平・断面図
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第 5章 まとめ

今回の元粉遺跡での調査は平成 3年度における調査以来、第 2次となる本格的な調査であった。前回

の調査では弥生時代、奈良時代を中心とした貴重な調査成果を得たが、今回の調査においても新たな知

見を得ることができ、さらに本遺跡の様相が明らかになったと言える。今回の調査は事業内容の諸般の

事情により調査地が分割され、かつ地形的影響から調査区全体においては若干複雑な遺構面の状況が示

されたが、堆積状況等の検討により、 5時期にわたる調査成果が得られた。以下、各時期について概括

し、まとめとしたい。

〔第 1遺構面〕

A区、 C区で確認されたもので、概ね中世から近世にかけての時期に比定されるものである。具体的

な集落跡としては認められず、おそらく耕作地としての様相を示すものと思われる。大東市域では北新

町遺跡、御領遺跡、北条西遺跡等で明確な中世集落が確認されている他は耕作地である事例が多く、今

回においてもその様相を示すものと言える。

〔第 2遺構面〕

A区で確認されたもので概ね中世の時期に比定されるものである。段状の地形に沿って溝が平行して

走る状況から、おそらく棚田的様相を示すものと思われ、やはり中世以降は耕作地であったことが窺え

る。

〔第 3遺構面〕

A区で確認されたもので出土遺物から概ね平安～中世の時期に比定されるものである。わずかに土坑

1基が確認されたのみであるので、その遺跡的状況については明らかにし得ないが、次項に述べる第 4

遺構面との関連性も含め、今後の周辺の調査成果を待ちたい。

〔第 4遺構面〕

A区、B区、C区で確認されたもので、概ね奈良～平安時代にかけての時期に比定されるものである。

集落的様相を如実に示すもので、奈良時代の集落跡では先に述べた今回調査地より北西に約150m地点

の第 1次元粉遺跡の調査で確認されており、また平安時代の集落跡では北北西に約300m地点の寺川遺

跡で確認されている。このことからこの地域一帯に奈良～平安時代の集落が展開されていたことが推測

され、大東市域ではあまり明確でなかった当該期の様相がこの地域を中心に明らかにされつつあると言

えるだろう。

〔第 5遺構面〕

A区、C区で確認されたもので、溝として報告しているがおそらく南北に流れる自然流路的性格を有

するものと思われる。出土遺物は縄文時代から平安時代まで認められるもので、今回調査地周辺におい

て各時代においての活動の痕跡を窺わせるものである。

以上、概括してきた中で今回の調査においては主に奈良～平安時代での成果を中心に得ることができ

たが、先にも述べたように出土遺物では縄文時代から近世にまで至っており、各時代の痕跡が満遍なく

認められるものである。特に範囲確認調査での出上であるが、韓国全羅南道に系譜が求められる韓式系

土器の出土など東に隣接する鍋田川遺跡との関連性が認められるほか、平安時代の集落跡を考えるうえ

では北に隣接する寺川遺跡の関連性が認められるものである。今後は鍋田川右岸一帯での遺跡群として

その様相を把握していくことが重要であろう。
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1
土 師 器
発

鉄塔255
試掘拡D

口径 (復)15.6
器高 (残 )5.8

外
内
断

橙
橙
康

やや軟 やや粗
外面調整不明、内面ハケロ、日縁部ヨ
ヨナデ

外面口縁部に煤付着

2
器

杯

師土

高
鉄塔265
試掘拡D

口径15.5
器高 (残 )3.9

外
内
臨

にぶい貢橙
にぶい橙 良 密

外面ハケロとヨヨナデ、内面ハケロ後
にナデ

lTh瓜ヨ∫円外ロケスリは脚訃との接合
を強化する為に施されたものと考え
られるハ杯都 L半部に里群あり

3
須 恵 器
蓋

鉄塔255
試掘拡D

口径 (復)13.0
器高 (残)2.65

外
内
縣

にぶい橙
にぶい橙 土師質 やや粗 内外面回転ナデ

4
器

身

恵須

杯
鉄塔255
試掘拡D

口径13.4
器高48

外
内
晰
灰

阪
良好 密

内外面回転ナデ
底部回転ヘラケズリ

5
須 恵 器
椀

鉄塔255
試掘拡D

底径12.2
器高 (残 )3.6

外
内
晰

灰
灰
辰

良好 密
内外面回転ナデ
高台貼り付けのヨコナデ

6
須 恵 器
発

鉄塔255
試掘拡D

口径27.4
器高 (残 )4.5

灰
灰
辰

外
内
蹄

良好 密 内外面回転ナデ 内面 うす く降灰

7
韓式系土器

箋
鉄塔255
試掘拡D 長 (残 )72

郷
内

晰

貢灰

灰
にぶ い未霧

堅緻 密
外面格子ロタタキ、内面ハケロ状のナ
デ連続にあり

硬質、外面降灰

8
器

鉢

恵

底

須

平
鉄塔255
試掘拡D

口径 (復)23.0
器高 (残)6.6

外
内

断

オ
灰
庁

リーブ灰
堅緻 密

外向日縁か ら扱部お よび履部ナデ、 44N
部格子 タタキ とヘ ラケズ リ、内面雑で

9
韓 式 上 器

発
鉄塔255
試掘拡D 器高 (残 ) 橙黄いぶ

瓶

塁
学
い
里

良 密 外面格子 タタキ、内面ナデ

砥 石 A区第■層
狩
内

踊

1民用 lH tよ 暗 激 の 択 懸 か り が

て 3面 と思 われ る
か 些 つ

11
土 師 器
皿

A区第V層
□径
器高
復)9,3
残)1.4

)にぶい責橙
)灰 白
う灰白

良 密 内外面 ヨコナデ

土 師 器
皿

A区第Ⅵ層
径
高
日
器
復)13.9
残)1.8

橙
橙
黄
緒

淡
浅
淋

外
内
蹄

良 密 内外面 ヨヨナデ

13
器

蓋

恵須

杯
A区第Ⅵ層

径
高
口
器
復)12.4
残)4.0

外 ,オ リーフ炊、殊日
内)灰
限Fヽ 匡 柔

堅級 密 内外面回転ナデ 外面 に降灰

14
灰 釉 陶器

不   明 A区 第Ⅵ層
高台径 (復)7.2
器高 (残)1.8

グトリ炒く
内)灰白 堅緻 密

内外面回転ナデ、高台貼り付けのヨコ
ナデ 釉無 し

15
韓式系土器

不   明 C区第
Ⅱ層 長(残)39

外
広

晰

灰赤
灰
匡 柔

堅緻 密 外面格子 ロタタキ、内面ナデ 硬 質

瓦 器

椀
SD― A101 底径70

器高 (残 )1.4

舛
八

晰 白

灰
灰
庁

良好 密 外面ナデおよび指押さえ、内面 ガキ

17
土  師 器
皿
SD― A101 口径9.0

器高 (残 )1.3

舛
広

臨

灰 自
灰 白
序由

良好 密 内外面ナデ、口縁部内外面 ヨコナデ

板

品期製
陶

土
SD― A101

ё

生

桑

4 列
広

邸

明褐灰
にぶい褐 堅緻 密

悟鉢の転用 P
常滑 ?

19
土 師 器
皿

SD― C103 口径 (復)192
器高 (残)3.5

自
白
白

灰
灰
灰

外
内
晰

史 密 外面指押 さえとナデ、内面ナデ

黒 色 土 器

(A類 )椀
SK― C102 高台径 (復)84

器高 (残)18
例
広

隔

にぶ い橙
里 良 密

外面ナデ、内面ミガキ、高台貼り付け
のヨヨナデ

土 師 器
皿

SX― C101 口径 (復)77
器高 (残)15 楊

褐
褐
昔

望
里ヽ
辰ヽ

外
内
蹄

良 密 内外面ナデで一部 ミガキ痕あ り

須 恵 器
鉢

SK― A301
復
残
径
高
口
器

列
広

踊 白

堅緻 密 内外面回転ナデ 口縁端部降灰

土 師 器
SX一 A401 口径

10.2
器高57

外)に ぶψ

内)に ぶし
嵌Fヽ オr禁 1′

種
橙
灰

良好 密

外向体舌トミガキ、四向ナデおよび指主早
さえ、日縁部ヨコナデ
紺 キ アトど、点 ふ h

土 師 器
発

SX一 A401 口径
20.8
器高 (残)5。 1

日
白

白

仄
灰

匡

外
内

肝
良好 密

内外面ハケロ、内面体部ヘラケズリ
ロ縁都ヨコナデ

土 師 器
杯

SX― A401 口径
器高
復
残

橙
橙
潜

ぶ
ぶ
葉

外
内
断

良 密
外面ケズリ、内面および口縁部ヨコナ
デ、内面に暗文

土 師 器
椀

SX― A401 口径
器高
復)11.8
残)4.5

外)に ぶヤ

内 )|こ ぶ�
肝うにぶし

種

沿

良 密 外面指押さえ、内面と口縁部ヨヨナデ
口縁部に煤付着、内面に黒
斑あり(コ ゲか)

土  師 器
椀

SX― A401 曰径8.0
器高 (残 )1.3

外 ,黒褐、にパい貢橙
内)に ぶい橙
際Fヽ 犯自

良好 密

十カの人
デ
囲
ナ
内

コ

め

ヽ
ヨ

ふ

ア
と
荏

ア
け
里

凹
付
獣

外
り
虚

土 師 器
皿

SX― A401 口径 (復)9.8
器高 (残)1.3

外,に ぶい種
内)橙
怯Fヽ 澪昔潜

良 密 内外面ヨコナデ
口縁部内外面に赤彩が施さ
れた痕跡が認められる

土  師 器
皿

SX― A401 口径 (復)■ .8
器高 (残)18

グト,残頁便
内)にぶい橙
際Fヽ 序 白

良 密 外面ナデ、内面および国縁部ヨコナデ
口縁内面と外面の一部に赤
彩かと思われる痕跡あり

土  師 器
皿

SX― A401 日径 (復)12.6
器高 (残)15

床 頁

にぶい黄橙
にぶい昔袴

良 密 口縁部に

'
れていたぞ

デ
さ
ナ
用孵蜘

六
皿
るｍ］中土 師 器

発
SX一 A401 口径 (復)11.0

器高 (残 )3.8

色
　
灰

黒
灰
首

良 密
外面媒付着のため不明、内面ナデ、日
縁部ヨヨナデ

内外面煤付着

土 師 器
甕

SX― A401 口径 (復 )
器高 (残 )

タト,黒巴
内)に ぶい黄橙
断)に ぶい音糟

良 密 内外面ナデ、口縁部ヨコナデ 外面煤付着

土 師 器
斐

SX― A401 口径 (復 )20.3
器高 (残)52

にぶ い褐

褐灰
褐灰

良 径
外面ナデと指押さえ、内面ナデ、口縁
部ヨコナデ
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土 師 器
鉢

SX― A401
，
復
ヽ

復
く
確

く
径
ｒ

径
大
言

口
最
果

外
内
断

にぶい種
にぶい黄橙
得 匪

良 密
内外面指押さえとナデ、口縁部ヨヨナ

土 師 器
甑

SX― A401 口径18.2
器高 (残 )11.1

外
内
蹄

にぶい種
仄白
に 白

良好 径 内外面ナデおよび指押さえ

土 師 器
奏

SX― A401
口径 (復 )25,8
最大径 (復)316
鯉 獣 塁ヽ意 r雅 Aヽヘ

外
内
蹄

にぶい賣種
にぶい責橙
匡涙

良 密
外面指押さえ後にナデ、内面ナデ、日
縁部および羽部ヨコナデ

器

蓋

恵須

杯
SX― A401 口径

器高
復
残

分
内

晰
仄
帯 未 扉

良好 密 内外面回転ナデ

須 恵 器
杯

SX― A401 口径■.5
器高4.0

灰
灰
灰

外
内
断

良 密 内外面回転ナデ、底部回転ヘラケズリ ヘ ラ記号あ り

器

身

恵須

杯
SX一 A401 口径 (推 )14.2

器高 (残 )3,7

外
内
断

味
灰
尻

良好 密 内外面回転ナデ、底部回転ヘラケズリ

器

杯

恵須

高
SX一 A401 底径 (復)8.7

器高 (残 )7.7

外
内
断

狭
　
赤

筒
灰
灰

堅緻 密 内外面回転ナデ
外面降灰、方形透かし2ケ
所残る

器

明

恵須

不
S X― 器高(残)1,9

外
内

断

炊
灰
灰

堅緻 密
内外面回転ナデ、外面にカキロ・内面
に八形文施す

器

ケ

土

類

色

Ａ

黒

ぐ
S X― A401

回径10.0
器高 (残 )0.8

外
内

断

に示 い掏
灰
苦 匡

良好 密
外面ナデ、内面ミガキ
高台貼り付けとヨコナデ

器

椀線］
SX― A401 高台径

7.8
器高 (残 )2.1

外
内
断

にぶ い橙

黒色
灰 白

良 宅
外面ナデ、内面ミガキ、高台貼り付け
とヨコナデ

器

，

土

類

色

Ａ

黒

く
SX― A401 ２

残
径
高
口
器

外
内
旺

に ぶ い 亦 褐

灰 良好 密
外面ナデ、内面ミガキ
高台員占り付けとヨコナデ

韓式系土器

甕
SX― A401 長 (残)5.8厚1.45

外
内
畔

に ハ ψ` 沼5
灰褐 良 やや粗 外面タタキ後にナデ、内面ナデ 軟質

埴 輪 SX― A401 中央鍔部
36.0

器高 (残 )4.0

外
内

晰

貫
黄

音

次
淡

渉
貞好 密

外面ハケロとナデ、内面ヘラナデとナ 朝顔形

47 平 瓦 SX― A401
長

幅
残)6.1
残)8.4厚 1.8

外
内

晰 白

密
凸面縄ロタタキ、凹面布日、端部ヘラ
切り

平 瓦 SX― A401
長

幅
残)190
残)10.2厚 17

外
内

断

欠

白
密
凸面縄ロタタキ、凹面布日、端部ヘラ
切り

品

馬

製土

土
SX― A401 長 (残)76

幅4.7

外

内

断

に ふ い 貢 種

にバいき潜
良 密 手づ くね成形

砥 石 SX― A401
悦
厚

＊

頻
２５
＊

、
＆
量

員
幅
童

外

内

断
各面に擦痕あ り

51
器

重

師

型

土

小
SK― A402 復

残
径
高
口
器

分

内

断

心

黄

凸

に
灰
ｒ

い 貢 種

良 密
内外面指押さえと軽いケズリ、日縁部
ヨヨナデ

器

杯

土

高
SX― A402 裾径 (復)136

器高 (残 )9.25

外

内

晰

か
黄
に
灰

里
良 密 内夕1面ケズ リ、端部 ヨコナデ

灰 釉 陶器

椀
SP― A407 口径 (復 )7.2

器高 (残)17
外

内

晰

日
白
白

炊
灰
康

堅緻 密 内外面回転ナデ
削り出し高台見込みは無釉
外部底部無釉

土 師 器
椀

SD― B103 口径 (復 )
器高 (残 )

狩
内

踊

種
橙
潜

貢
黄
苦

い

い

い

小

ぶ

ゞ

に

に

ｒ
史好 密 内外面ナデ、口縁部内外面ヨコナデ

土 師 器
椀

SD― B105 口径 (復)156
器高 (残 )3.1

外
内
旺

に 示 い 貢 橙

浅責橙 良 密 外面お よび回縁部 ヨコナデ 二次焼成をうけている

土  師 器
皿

SD― C201
径
高
口
器
(復 )

(残 )

外
内
晰

に 添 い 貫 榎

にぶい黄橙 良 密 内外面 ヨコナデ

須  恵 器
皿

SD― C201
根
復
残

往
径
高

国
底
器

外
内
断

日
自

由
不良 密 内外面回転ナデ

土 師 器
奏

SD― C201 口径 (復)26.8
器高 (残 )3.4

外
内
縣

に ふ い 頁 橙

にぶい黄橙 良 密 内外面ハケ ロ、国縁部 ヨコナデ

須 恵 器
SD― C201 高台径 (復 )14.5

器高 (残)64
外
内
蹄 楊

堅緻 密
内外面ヨコナデ、高台貼り付けのヨコ
ナデ

須 恵 器
SD― C201

国往 (つ
最大径
器高 (房

，
佑
際

―

灰
灰
戻白

堅緻 密 内外面回転ナデ

須 恵 器
甕

SD― C201 口径 (復)18.5
器高 (残)4.5

外
内
肝

自
白
白

灰
灰
匠

堅緻 密 内外面回転 ナデ ヘラ記号あり

須 恵 器
SD― C201 器高 (残 )

外
内
蹄

堅緻 密
外面に沈線施す
外面ハケロ、内面ナデ

平 瓦 SD― C201 長 (残)4.7幅 (残)49厚 1.6

外

内

断

褐
褐
苦親

良 密
凸面縄ロタタキ、凹面布日、端部ヘラ
切り

器

身

恵須

杯
SK― C20] 口径

15.8
器高 (残)3.0

外
内
蹄

灰
灰
灰

堅緻 密 内外面回転 ナデ

器

身

忘須

杯
S P― C221

口径 (復)13.0
器高 (残)18

狩
内

踊

)灰 自
)灰 白
)F白

堅緻 密 内外面回転ナデ

平 瓦 SP― C236 長 (残 )7.1幅 (残)74厚 1.9

外
内
旺

火
灰
序

密 凸面縄ロタタキ、凹面布目

土  師 器
皿

SP― C241 口径 (復)12.0
器高 (残)1.4

外
｛
口
断

良 密 内外面ナデ、日縁部ヨヨナデ
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土  師 器
皿

SP― C241 口径 (復)12.0
器高 (残 )1.4

州
Ａ

肘

種
橙
精

良 密 内外面ナデ、日縁部 ヨコナデ

弥 生 土 器

底   部
SX― A501 底径2.2

器高 (残)50
州
六
い晰

殊 頁

灰黄褐
にぶい音捕

良好 密 内外面ヘラミガキ、内部底部ハケロ

不   明
筒形土製品

SX― A501
径
径
言

口
底
哭

州
仄

闘

にぶい奄
にぶい赤褐
線 序

良好 密

外国指弾 さえとナデ、間回ヘ ラケス リ
とナデ
粘 +ントよ痛 ふ h

一部に黒斑 あ り

楔 形 石 器 SX― A501 長
4.7幅 4.9厚 21
重量51.6g

州
Ａ

肺
サヌカイト 金山産

71
縄 文土 器

鉢
SD― C301 回径 (復 )

器高 (残 )

狩
広

臨

炊 頁 個

褐 良 やや粗
内外面ナデ、外面および口縁端部に凹
線文施す

中期末
北白川CI式

弥 生 土器

底   郡 SD― C301
底径4.4
器高 (残 )3,7

狩
広

開

火 頁 TEl

灰黄 良好 密 内外面ナデ 内面に黒斑あり

弥 生 上器

底   部
SD― C301 口径3.7

器高 (残 )2.2

州
Ａ

肺

日狭
灰

序
良好 やや粗 内外面 ともに摩耗著 しし

弥 生 土器

底   部 SD― C301
口径3.4
器高 (残 )2.0

州
広

踊

殊 頁

灰黄
にぶい苦

良好 やや軟 内外面ナデ

弥 生 土 器

底   部 SD― C301
口径6.0
器高 (残)3.0

州
仄

肘

〃(日
灰 白
序

良好 密 内外面ナデ

弥 生 土 器

底   部 SD― C301
口径82
器高 (残)4.5

タトリ〃(日
内)黒褐
断Ⅲιこぶい苦捨

良好 やや軟 内外面ナデ
外面底部から体部にかけて
黒斑あり

弥 生 土 器

底   部 SD― C301
口径96
器高 (残)6.2

外
内

晰

仄 個

にぶい
とこ,S▼ヽ

良好 密 内外面ナデ

弥 生 土 器

甕 (底部)
SD― C301 底径36

器高 (残)33
外,にぶ▼
内)にぶ▼
Xfr)とこぶ▼

種
橙
希

良好 密
内外面ナデ、粘土ひも痕あり
底部中央に穿孔あり

弥 生 土 器

甑 (底部)
SD― C301 底径

3.8
器高 (残)23

,〃(日

)仄黄褐
綱ヽ llr

良好 密

外 国タタキ とヨコナデ、困血ヘ ラナデ
とヨコナデ
蘇 言K由車 ,「 空 71 空 71ι子樺 耐 前

弥 生 土 器

手焙型土器
SD― C301 内径174

器高 (残)38
)に ぶい貢種
)灰責褐
序ヽ白

良好 密

回ハケ 日、困間ナデ

面全体お よび外面一部に火を受けた
駄 ふ b

土 師 器
壷

SD― C301 口径
20.0
器高 (残 )10.4

にぶい貢橙
灰黄褐
扉 ・ 握 苦 揚

良好 やや軟
外面ナデ、内面ヘラケズリ、日縁部ヨ
ヨナデ

土 師 器
SD― C301 口径17.4

器高 (残)64
ノ殊頁
)灰黄
苦ヽ膚

良好 密 内外面ナデ、口縁部ヨコナデ

器

壷

師

底

土

九
SD― C301 口径

9.3
器高■.1

,反貢
)灰黄
う淡昔

良好 密
外面ハケロと指押さえ、内面指押さえ
口縁部横ナデ

土 師 器
SD― C301 口径

10.0
器高 (残)6.0

'殊
頁

)灰黄
)にぶい昔給

良好 密
内外面ナデ
粘土ひも積上げ痕あり

土 師 器
藷

SD― C301 口径
器高
復
残

殊
灰

瞬
良 密

外面ナデ、内面ナデとケズリ、回縁部
ヨコナデ

土 師 器
小型丸底鉢

SD― C301 口径 (復)12.2
器高4.0

)に ぶ彰

)に ぶ�
)1こ ぶ彰

種
橙
精

良 密

土 師 器
皿

SD― C301 口径
器高
復)9,0
残)2.3

,体 東個
)灰 責褐
)に ぶい縛

良 密
外面粗く内面精良なつくり、
外面指押さえとナデ、内面ナデ

口縁部に媒付着、灯明皿

器

杯

師上

高
SD― C301 口径

器高
.8

残)5.5

ブ沐 真便

うにぶい責橙
→苦潜

良好 やや軟 内外面ナデ、口縁部ヨヨナデ

器

杯

師上

高
SD― C301 口径18.6

器高 (残 )5,1

ノ〃(日
)に ぶい責橙
うにぶい青精

史好 やや軟 内外面ナデ、口縁部ヨヨナデ

器

杯

上

高
SD― C301 口径10.2

器高 (残 )7.5

殊 東

灰黄
にぶい音精

良好 密
外 向ナデ、円回ヘ ラケス リ、日縁部 ヨ
ヨナデ
裾部内面に黒斑あ り

土 師 器
蓋

SD― C301 口径 (復)308
器高 (茂)3.7

|こ ハし

にぶし

とこぶ▼
良 密

内外面ナデ、端部付近ヨコナデ、内面
に暗文

土 師 器
皿

SD― C301 口径 (復)166
器高 (残)3.1

炊
灰
灰

外
内
断

良 密
外面ケズリ後ナデ、内面ナデ、口縁部
ヨヨナデ 外面底部赤変

器

皿

土

中
SD― C301 日径

144器
高 (残)2.7

炊
灰
灰

外
内
断

良好 密
外面ナデ、内面指押さえ後にナデ、口
縁部ヨコナデ

器

皿

師土

中
SD― C301 口径142器

高 (残)25
か
ぶ

ぶ

復
橙
裕

良好 密 内外面ナデ、日縁部ヨヨナデ

土 師 器
杯

SD― C301 口径 (復 )
器高 (残 )

ぶ

ぶ

ぶ

外
内
断

橙
捨

良 密 内外面ナデ、口縁部ヨコナデ

土  師 器
皿

SD― C301 口径 (復)15.5
器高 (残 )1.65

外 ,|こ ぶし

内)に ぶし

断)に ぶし

橙

橙
良 密

外面指押さえとナデ、内面ナデ、口縁
部ヨコナデ

土 師 器
杯

SD― C301 口径 (復)140
器高 (残)4.7

褐
褐
梱

良 やや粗
内外面指押さえとナデ、日縁部ヨコナ
デ

土 師 器
杯

SD― C301 口径 (復)142
器高 (残)3.8 掲 良 密

外面指押さえ、内面ナデ、口縁部ヨヨ
ナデ 外面煤付着、内面媒付着か

土  師 器
杯

SD― C301 口径 (復 )16.2
器高 (残)42

にフヽ い

1こぶ ヤヽ 橙 良 密
外面指押さえ、内面ナデ、口縁部ヨコ
ナデ

土 師 器
杯

SD― C301 口径 (復)14.6
器高 (残 )3.5

仝
灰

ｒ
i褐 良 密

外面指押さえ、内面表面欠損のため詞
整不明、日縁部ヨコナデ

口縁部に煤付着
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器 種 出土地点 法量 (cm) 色  調 焼  成 胎  土 技 法 の 特 徴 備 考

土 師 器
杯

SD― C301 口径
器高
復)14.6
残)3.5

タ 三衛

主褐 良 密
外面指押さえ、内面表面欠損のため調
整不明、日縁部ヨコナデ

口縁部に煤付着

土 師 器
杯

SD― C301 口径
器高
復
残

橙
橙
港

貢
黄
告

い
　
い
ヽ
い

ぶ
ぶ
ミ

に
に
庁

外
内
酢

良 密
外面指押さえ、内面指押さえとナデ、
口縁部ヨコナデ

外面の一部と内面に煤付着

土 師 器
杯

SD― C301 口径
器高
復
残

橙
橙
給

貢
黄
昔

い
い
い

ぶ
ぶ
ぶ

に
に
に

外
内
蹄

良 密
外面指押さえ、内面ナデ、日縁部ヨコ
ナデ

土 師 器
皿

SD― C301 口径 (復)10.0
器高1.4

タト,,人日
内)灰 白
断 圧ヽ白

良 密 外面指押 さえとナデ、内面 ヨコナデ

土 師 器
皿

SD― C301 口径 (復)■ ,0
器高1.55

橙
橙
縛

ぶ
ぶ
ぶ

外
内
肝

良 密
外面指押さえ、内面磨減のため調整不
明、日縁部ヨコナデ

口縁部に煤付着 (灯明皿 )

土 師 器
皿

SD― C301 口径 (復)9,0
器高 (残 )1.15

外 ,次日
内)灰白
肝Ⅲ灰 白

良 密 外面ナデ、内面 と口縁部 ヨコナデ

土 師 器
甕

SD― C301 口径
器高
復)25.8
残)6.0

外 ,|こ ぶい貢種
内)|こ ぶい橙
新うにぶい沿

良 密
内外面ハケロ、内面体部ナデ、口縁部
ヨヨナデ

土 師 器
奏

SD― C301
径
高
日
器
復)19.5
残)5,2

例
い

晋

頁 赤

灰責褐
fr苦

良 密
外面ナデ、内面板ナデ、口縁部ヨコナ
デ

外面媒付着、内面薄く媒付
着

土 師 器
箋

SD― C301 口径
器高
復)20.9
残)6.5

外 ,貢炊
内)灰黄
断)灰 昔

良 密
外面指押さえとナデ、内面ナデ、口縁
部ヨコナデ

外面と内面口縁部煤付着

土 師 器
甕

SD― C301
径
高
口
器
復)17.8
残)5,8

ツ

“

身炒(
D灰責褐
:ヽ 搭

良 密 内外面指押さえ、口縁部ヨコナデ 内外面煤付着

土 師 器
甕

SD― C301
径
高
日
器
復)16.2
残)5,3

例
広

Ｗ

,赤頁個
)灰黄褐
うにぶい楊

良 密
外面ハケロとみられるが磨滅著しく不
明、内面ナデ、口縁部ヨコナデ

土 師 器
奏

SD― C301
径
高
口
器
復)18.2
残)8.8

ノト,〃ぐ
内)灰
際Fヽ 匪

褐

協

良 密
内外面ナデ、内面一部板ナデ、口縁部
ヨコナデ、粘土紅痕あり

内外面媒付着、外面戊化物
付着

土 師 器
養

SD― C301
径
高
口
器
復)166
残)4.4

,にぶい買種
)灰責
→苦匪

良 密
肉外 国ナデ、困向に指押 さえ、日縁舌b
ヨコナデ
外而に工具痕あ り

土 師 器
奏

SD― C801
径
高
口
器
復)19,3
残)4.1

外,褐炊
内)褐灰
断)灰 白

良 密 内外面ナデ、口縁部ヨコナデ 内外面に煤付着

土 師 器
甕

SD― C301
径
高
口
器

復

残

ツ黒色
)に ぶい責橙
うにぶい ltS

良 密 内外面ナデ、口縁部ヨコナデ 外面と内面口縁部に煤付着

土 師 器
発

SD― C301 口径
器高

復

残
176
6.3

ツ1/・御

D灰黄褐
う灰楊

良 密
外面指押さえとナデ、内面ナデと工具
ナデ、日縁部ヨコナデ

土 師 器
奏

SD― C301
径
高
口
器

復

残

にぶい赤褐
褐灰
にぶいホ褐

良 密
外面指押さえとナデ、内面ナデ、口縁
部ヨヨナデ

土 師 器
奏

SD― C301
径
高
口
器
復)17.8
残)4.4

にぶい褐
灰黄
にぶい褐

良 密
外面ナデ、内面工兵ナデ、国縁部ヨコ
ナデ

土 師 器
養

SD― C301 器御鍛
漁

く
径
避

律
大
ｒ

口
最
童

ノト′黒g
内)褐灰
断Ⅲ昔反

良 密
外面指押さえとナデ、内面板ナデとナ
デ、口縁部ヨコナデ

外面媒付着、内面薄く媒付
着

土 師 器
養

SD― C301 復
残
径
高
口
器

黒 徊

にぶい黄橙
にぶい首精

良 密
外面指押さえとナデ、内面工具ナデ痕
あり

内外面煤付着

土 師 器
SD― C301 復

残
径
高
口
器

舛
仄

断

種
橙
精

吏
黄
昔

い

い

い

ぶ

ぶ

ぶ

に

に

に
良 密 内外面磨滅のため調整不明

須 恵 器
蓋

SD― C301 最大径12.9
器高 (残)29 内)灰

際Fヽ 素圧
堅徹 密

内外面回転ナデ、外面ヨコ方向に 3条
の簾状文

内面降灰

器

蓋

恵須

杯
SD― C301 口径■.2

器高 (残 )4.1

グト,νく日
内)灰
蹄 苦ヽ 圧

良好 密 内外面回転ナデ

器

蓋

恵須

杯
SD― C301 口径16.0

器高49 内)灰
Ы千ヽ 圧

良好 密
内外面回転ナデ、上面回転ヘラケズリ
内面に火ぶくれ痕あり

器

蓋

恵須

杯
SD― C301 口径12.2

器高 (残 )3,2
日
灰
灰
緑
圧

外
内
蹄

良好 密 内外面回転ナデ、上面回転ヘラケズリ

器

蓋

恵須

杯
SD― C301 口径11.0

器高32
グトノイ ツ~ノ 黒外
内)オ リーブ黒灰
開fヽ

良好 密 内外面回転ナデ、上面ヘラ切り 焼ひずみあり

器

蓋

恵須

杯
SD― C301 口径21.0

器高 (残 )1.8

日
，日
白

狭
灰
圧

外
内
蹄

良好 密
内外面回転ナデ、端部ヨコナデ
つまみ部ハリツケ

須 恵 器
蓋

SD― C301
復
残

径
高
口
器 内)灰

際Fヽ 圧
堅緻 密

内外面回転ナデ、つまみ部付近に貼り
付け時のヨヨナデ

つまみ欠失

須 恵 器
蓋 (転用硯)

SD― C301 口径 (復)168
器高 (残 )1.05 内)灰陳Fヽ 匪

堅緻 密 内外面回転ナデ 口縁部より内側研磨により
つるつるしている

器

蓋

恵須

杯
SD― C301 回径 (復)138

器高 (残)1.2 灰ブ一

白

オ

灰
灰
明

外
内
断

堅緻 密
内外面回転ナデ、つまみ部貼り付けの
ヨコナデ

器

身

恵須

杯
SD― C301 日径14.0

器高45
列
膝

所

炊
灰
灰

貞好 密 内外面回転ナデ、底部回転ヘラケズリ

器

身

恵須

杯
SD― C301 口径128

器高38
クトノ〃く
内)灰
際Fヽ 席

良好 密 内外面回転ナデ、底部回転ヘラケズリ

器

身

恵須

杯
SD― C301 口径12,0

器高 (残 )5.1

灰
灰
膚

良好 密 内外面回転ナデ、底部回転ヘラケズリ

器

身

恵須

杯
SD― C301 口径12.6

器高 (残 )3,7
殊
灰
灰

ノ
ブ
ブ

一　
一
一

石
オ
オ

外
内
断

良好 密 内外面回転ナデ、底部回転ヘラケズリ



挿図
番号

器 種 出土地点 法量 (cll) 色  調 焼  成 胎  土 技 法 の 特 徴 備 考

器

身

恵須

杯
SD― C301 口径

12.6
器高 (残 )3.7

外
内
断

赤
灰
灰

ノ
ブ
ブ

一
一
一

良好 密 内外面回転ナデ、底部回転ヘラケズリ

器

身

恵須

杯
SD― C301

口径
器高

復
残

外
内

蹄

堺
オ

阪
リーブ灰 堅緻 密 内外面回転 ナデ

器

身

恵須

杯
SD― C301

径
高
口
器

外
内
断

跡

歩

原
良好 密 内外面回転ナデ

器

身

恵須

杯
SD― C301 日径 (復 )14.2

器高 (残)43
外
内

蹄

渉
夙 堅緻 密 内外面回転ナデ、底部回転ヘラケズリ

器

身

恵須

杯
SD― C301

径
高
口
器

歩
が

原

外
内

蹄
良好 密 内外面回転ナデ

器

部

恵須

底
SD― C301

口径9.4
器高 (残 )2.0

歩

房

房

外
内
断

堅緻 密
内外面回転ナデ、高台貼り付けのヨコ
ナデ

器

身

恵須

杯
SD― C301

口径 (復)14.4
器高 (残 )4.3

外
内

四

自

白
堅緻 密

内外面回転ナデ、高台貼り付けとヨコ
ナデ

器

身

恵須

杯
SD― C301

口径 13.4
器高 3.8

広

断 ホ灰

良好 密
内外面回転ナデ、高台内ヘラ切り後ナ
デ、高台貼り付け後にヨヨナデ

器

身

恵須

杯
SD― C301

口径13.0
器高61

舛
広

踊
良好 密

困外 国回弘ナデ、局含円ヘ フ LJJり 後サ

デ
言台 F「fり 付 け後 にナデ

須 恵 器
SD― C301

口径 7.4
器高8.8

外
内
断
色 良好 密

内外面回転ナデ、外面底部付近指押さ 口縁部内面、体郡外面上半
部に灰かぶる

須 恵 器
SD― C301

口径82
器高 (残)8.9

例
広

断 白

良好 密 内外面回転ナデ

須 恵 器
SD― C301 最大径 (残 )13.6器高 (残 )2.1

例
広

懸
堅緻 密

内外面回転ナデ、外面肩部にカキロ施
す

外面降灰

須 恵 器
養

SD― C301 器高 (残 )2.6
外
内
断

:ぶ い亦 伺
:ぶ い橙
〔責褐

堅緻 密 内外面 ヨヨナデ

須 恵 器
発

SD― C301 口径 (復 )
器高 (残 )

外
内
断

堅級 密 爬衛思用霊ケテ羊令目壕簾餘券ち困扉
須 恵 器
養

SD― C301 口径
29。 4

器高 (残 )4.1
外
内
断 康

良好 密 内外面回転ナデ 外面灰釉

器

部

恵須

脚
SD― C301 口径

8.4
器高 (残 )2.7

良好 密 内外面回転ナデ
径0.5cmほ どの円形すか
しあり

須 恵 器
阻

SD― C301 胴径
15.6

器高 (残)88 R灰
良好 密

凹
施

燎

外
文

鴻

四
状

鍬
4渦吾浅謙科毛落捕な剪Ⅲ株
:都に径1.5cmほ どの孔あり

須 恵 器
箋

SD― C301 長 (残 )5,1
外
内
断

日
白

白
軟 密

外面タタキロ、内面同心円文状の当て
具痕

韓式系土器

発
SD― C301 長 (残 )7.1

外
内
断 ビ未

堅緻 密 外面格子ロタタキ、内面ナデ 硬質

韓式系土器

甕
SD― C301 長 (残 )8.4

外
内
断 R褐

竪緻 密 外面格子ロタタキ、内面ナデ 硬質

韓式系土器

奏
SD― C301 長(残 )10,4

外
内
断 永

堅緻 密
外面格子ロタタキ、内面指押さえとナ 硬質

韓式系土器

甕
SD― C301

復
残
径
高
口
器

外
内
酢

勇` ヤ` 10
赤褐 良 密

外面鳥足文後にタタキ、内面ナデ、口
縁都ヨヨナデ

外面と内面口縁部に媒付着、
軟質

土  師 器
甑

SD― C301 底径
23.2
器高49 )

秀iVゝ 4
ぶいキ
ぶしゝ*

史好 密

外国タタキお よびヘ フケス リ、晨小す

デ
内面ナデ

韓式系土器

不   明
SD― C801 器高 (残 )

)

)

う

自
白
苦

良 密
外面に 1条の沈線あり
外面格子タタキ、内面ナデ

軟質

希
ナ中欄〒

窯
＜ SD― C301

口往 (優

'14.5高台径 (復)8.5
器盲4.3

ぶい橙
色
由

良 やや祖
外面ヨコナデ、高台貼り付け、内面ミ
ガキ

器
，針蝉締

黒
く SD― C301

口径 (復 )17.0
器高 (残 )4.3

こか い頁枢

阜色 良 密
外面ヨコナデおよび指押さえ、内面ミ
ガキ

器
ケ針醐濡

望
９
＼ SD― C801 底径7.8器高 (残 )0.7

貢
良好 密

外面ナデ、内面ミガキ
高台貝とり付け

器
＞戯薗〒

黒
く SD― C301 口径 (復)15.4器高 (残)45 I

橙い
　
席

ぶ
色
瓶

良 密 外面ナデ、内面ミガキ

緑 釉 陶器

椀
SD― C301 高台径 (復 )7.7器高 (残 )1.4

外
内
蹄

日
白 良 密

内外面回転ナデ後に丁寧なヘラミガキ、
回転ケズリ出しで台作る

内面無釉
猿投窯 P

緑 釉 陶 器

皿
SD― C301

口径 (復)12.4
器高 (残)1.9

外
内
臨

く日

]オ リー ブ灰
テ白

密 内外面回転ナデ 内外面 に施釉

灰 釉 陶器

椀
SD― C301 高台径 (復)72器高 (残)14

外
内
晰

堅緻 密 内外面回転ナデ、高台ケズリ出し 内外面に施釉

平 瓦 SD― C301 長 (残 )9,1幅
(残 )

56厚 1.8
外
内
断

日

ぶい黄橙
ぶ 立 給ヽ

やや軟 やや粗 凸面ナデ、凹面布日、端部ヘラ切り

平 瓦 SD― C301
長 (残 )8.8幅 (残 )
■.6厚19

外
内

蹄

入
一人

良
(硬質 )

やや粗
凸面縄ロタタキ、凹面布日、端部ヘラ
切リ

平 瓦 SD― C301 長 (残 )11,9幅 (残 )8.0厚20
外
内

断 序

仝
火
詩

硬質 密
凸面縄ロタタキ、凹面布日、端部ヘラ
切り

内面と側面に煤付着



凶
号
揮
番 器 種 出土地点 法量 (廼) 色  調 焼  成 胎  土 技 法 の 特 徴 備 考

平 瓦 SD― C301 長 (残 )11.9
幅 (残 )8.0厚 2.0

外
内
断 灰

火
灰
音

硬質 密
凸面縄ロタタキ、凹面布日、端部ヘラ
切り

内面と側面に煤付着

平 瓦 SD― C301 長 (残 )3.7
幅 (残 )9.7厚 2.3

硬質 密
凸面縄ロタタキ、凹面布日、端部ヘラ
切り

平 瓦 SD― C301 長 (残 )5.4
幅 (残)5.3厚 1.4

良
(やや軟質|

密 凸面ナデ、凹面布日、端部ヘラ切り

丸 瓦 SD― C801 厚
娠
残
綴

鳳
区
に

外〃 (
内)灰
断)灰

密 凸面ナデ、四面布日、端部ヘラ切り

丸 瓦 SD― C301 長 (残 )6.1
幅 (残 )6.5厚 1.6

炊
灰
暗
暗 良 密 凸面ナデ、凹面布目、端部ヘラ切り

丸 瓦 SD― C301 長 (残 )10.4
幅 (残 )8.6厚 1.9 争灰 良 やや粗

凸面縄ロタタキをナデ消す、凹面布日、
端部ヘラ切り

丸 瓦 SD― C301 長 (残 )13,7
幅 (残)8.8厚 3.5

:黄掲 やや粗 凸面縄ロタタキ後ナデ、凹面布目

土製 円板 SD― C301 4.6
外
内

断

衡
褐

楊
良好 密 外面に6条の直線文

品

玉

製土

土
SD― C301

韻
短

馬

!雀Z.4
1径2.2
母 ***

71‐り仄日
内)灰白
HFヽ 匠白

良好 密 径0.5mmの穿孔あり

楔 形 石 器 SD― C301 長5。
15幅 5。 7厚3.3

重量116.7g

外
内

断
サヌカイト 二上山産

石 核 SD― C301 長
6.7幅 5,7厚 1.6
重量55.3g

外
内

断
サヌカイト 二上山産

剥 片 SD― C301 長
5.45幅 3.3厚 1.3
重量19.8g

外
内

蹄
サヌカイト 二上山産、被熱あり

剥 片 か SD― C301 長3.75幅 3.15厚1.4重量15.2g

狩
内

蹄
ナヌカイト 折損、折れにより不明 二上山産

滑 石 製
玉

SD― C301
外
内
蹄

180
滑 石 製
玉

SD― C301
貰
幅

膚

外
内
肝

表面に細かい縦方向の刻み
(キズ)あ り

滑 石 製
玉

SD― C301
外
内
蹄

滑 石 製
玉

SD― C301 ).35
外
内
蹄

砥 石 SD― C301
頻
４

箪

、
一併
魯

外
内
蹄

安山岩

砥 石 SD― C301 4.05
外
内
晰

-42-
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1.A区 第 1遺構面全景 (北より)

2.A区  第 4遺構面全景 (南より)



守主14暴 i_ダ:

図
版
２
　
迫退
構
②

措
軽

畿

1.A区  第 5遺構面全景 (北より)
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2.AttS X一 A501遺物出土状況 (東より)
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1.B区  第 1遺構面全景 (北西より)
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2.C区  第 1遺構面全景 (北東より)"
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2.SP一 C236(南西より)
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i.SD一 C301(北東より)
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2.SD― C301 土器③出土状況 (北より)



図
版
６
　
出
土
遺
物
硼

23



図
版
７
　
出
土
遺
物
囲

4638

48'48

5049



図
版
８
　
出
土
遺
物
⑥

61

65

69



図
版
９
　
出
土
遺
物
硼

8171

140127



図
版
１０
　
出
土
遺
物
⑬

166 174

0● 0 ●
‐８２

179180181



報 告 書 抄 録

ふ り が な もとこ いせき

書 名 元 粉 遺 跡 Ⅱ

副  書  名 梨空送電線 〔多奈二火力線・鉄塔No。 255〕 建替えに伴う発掘調査報告書

巻 次

シ リー ズ名 大東市埋蔵文化財調査報告

シリーズ番号 第27集

編 著 者 名 中 進 健 一

編 集 機 関 大東市教育委員会生涯学習部生涯学習課

所  在  地 〒5740076 大阪府大東市曙町 4番 6号 TEL  072-870-9105

発行 年 月 日 平成20年 (2008)3月 31日

ふ  り が  な
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所 在 地
コ ー  ド

】ヒ漁革 東経 調 査 期 間 調査面積 調 査 原 因
市町村 1遺跡番号

もとこいせ き

元粉遺跡 大阪府大東市

中垣内 3丁 目

27218 5
４

９
留

５

３

４

１

135°

38′

58〃

平成9年 3月 3日

1

平成9年 4月 24日

[A区 ]

20。 68■正

[B区 ]

21.8r正

[C区 ]

75.7ゴ

[合 計 ]
117.981N

架空送電線

〔多奈二火力

線・鉄塔
胤255〕建替え

ふ  り  が  な
所収遺跡名 種  牙l」 主な時期 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特記事項

もとこいせ き

元粉遺跡 集 落 縄文～

弥生時代

中期縄文土器

中期弥生土器

手焙形土器

古墳～

平安時代

溝、土坑、ピット 土師器、須恵器

韓式系土器

黒色土器A類、瓦器

瓦、土製品、石製品

韓国全羅南道

に系譜が求め

られる韓式系

土器

中～近世 溝、土坑、鋤溝

耕作に伴う水路

土師器、黒色土器 B類

瓦器、陶器、磁器

瓦
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